
歳入（収入） 歳出（支出）

19,013,000 19,013,000

保険勘定 4,659,300 4,659,300
直営診療勘定 48,400 48,400

359,300 359,300

21,620 21,620

2,100 2,100

543,900 543,900

2,810,000 2,810,000

保険勘定 4,515,100 4,515,100
サービス事業勘定 35,700 35,700

2,500 2,500

19,000 19,000

13,016,920 13,016,920

収益的 512,600 512,600

資本的 108,162 274,600

収益的 2,659,400 2,659,400

資本的 186,249 275,670

収益的 17,900 17,900

資本的 116,000 127,981

3,600,311 3,868,151

35,630,231 35,898,071計

　　　　　　平成２４年度会計別予算一覧　　　（単位：千円）

工業用水道事業

企
業
会
計

一　　　般　　　会　　　計

簡易水道事業

食肉センター事業

住宅新築資金等貸付事業特
別
会
計

水道事業

国民健康保険事業

介護保険事業

区　　　　　　分

小　　　　　　計

病院事業

後期高齢者医療事業

公共下水道事業

住宅団地開発事業

畑地かんがい給水事業

小　　　　　　計

市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ ）

質問する森本議員

大鳴 二郎議員◆中学校武道・ダンスの必修化について ◆井原市第６次総合計画前期基本計画における平成

２３年度のまちづくりの成果及び平成２４年度へ向けての考えについて

河合 建志議員◆公共施設電気料金への入札方式導入を ◆福山市との連携推進について

坊野 公治議員◆平成２４年度一般会計予算について ◆東日本大震災に対する復興支援の取り組みについて

佐藤 豊議員◆井原市スポーツ推進計画策定について ◆中学校体育での武道導入への対応について ◆学

校現場でのＩＣＴ機器（電子黒板）の活用状況について ◆教育現場へのＣＰＲ・ＡＥＤ学

習キット導入について

藤原 浩司議員◆有害鳥獣対策等について ◆し尿汲み取り等について ◆２４年度当

初予算及び物品役務、公共工事等について

川上 武徳議員◆生命の大切さ教育について

馬越 宏芳議員◆サッポロビール株式会社との「まちづくり」に関する協定について

簀戸 利昭議員◆地方分権時代に向けた職員の育成について

西田 久志議員◆広域営農団地農道の今後の計画について ◆市内の市営住宅の整備計画について

森本 典夫議員◆小・中学校および市立高校を３学期制に復活を ◆平成改製原戸籍附票の交付を ◆地熱利

用住宅の建設に助成を◆消火栓の設置が必要なエリアへ早急に設置を ◆道路の外側線の

整備を ◆市道井原北川線と日芳橋塚原線の三差路交差点の改良を

上野 安是議員◆地域包括ケア体制の整備について ◆特定健康診査・特定保健指導の実施状況について

◆市内全小・中学校でのコミュニティ・スクールの導入を

川上 泉議員◆備後圏域連携協議会について ◆県境を越えた医療広域連携会議について

鳥越 孝太郎議員◆四季が丘団地の早期完売と通学支援バスについて ◆土地の下落傾向が続く中、固定資産

税の評価替えと都市計画税のあり方について
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２０１２年（平成２４年）井原市議会２月定例会での質問議員の項目

この「井原民報」は森本ふみお議員のブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます

２月２７日から３月２２日まで、井原市議会２月定例会が開かれまし
た。日本共産党の森本議員は、３月６日に６項目質問し、市長や教育長
の考えを聴きました。質問と答弁の大要は下記のとおりです。

森本議員は、今回の質問で連続９２回目の質問になります。また、こ
れまでの質問項目の総計は５６２項目になりました。

平
成
改
製
原
戸
籍
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票
の

交
付
を
。市

民
の
負
担
と
利
便
性

を
考
慮
し
、
附
票
を
保
存

し
て
い
る
間
は
交
付
す
る
。

小
・
中
学
校
お
よ
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市
立
高
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を

３
学
期
制
に
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活
を
。

今
年
の
12

月
以
降
に
大
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の

先
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等
を
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め
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検
証
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員
会

を
編
成
し
、
２
学
期
制
の
見
直

し
を
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め
た
検
証
を
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。

市
道
井
原
北
川
線
と
日
芳
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塚

原
線
の
三
差
路
交
差
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改
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を
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交
差
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改
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消
の
た
め
に
は
有
効
な
手
段

だ
し
必
要
で
あ
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と
認
識
し
て

い
る
。

現
在
、
交
差
点
改
良
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概
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を
し
て
お
り
、
こ
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に
よ

り
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域
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民
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や
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辺
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権
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方
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滞
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解

消
さ
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安
全
に
ま
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に
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で
き
る
交
差
点
に
な
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よ
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取
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。

地
熱
利
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住
宅
の
建
設
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太
陽
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と
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、
今
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、
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重
要
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現
在
、
国
で
は
地
中
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用

に
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う
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境
へ
の
影
響
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し
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り
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ら
の
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今
後
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消
火
栓
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設
置
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エ
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急
に
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。

設
置
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を
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に
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、
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し
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の
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に
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し
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き
た
い
。

道
路
の
外
側
線
を
早
急
に
整
備
を
。

道
路
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ト
ロ
ー
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等
に
よ
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て
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急
性
の
高
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所
か
ら
年

次
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に
引
き
直
し
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
全
体
把
握
を
し
て
い
き

た
い
。



2４年

６月 ９月1１月２月 ６月１０月12月２月 ６月 ９月12月２月

坊野  公治 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

藤原  浩司 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

上野  安是 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

簀戸  利昭 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

西田  久志 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

馬越  宏芳 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

三輪  順治 〇 〇 〇 〇 〇 5

大鳴  二郎 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 9

水野  忠範 〇 〇 2

川上  武徳 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 6

宮地  俊則 〇 〇 〇 〇 〇 5

佐藤  　豊 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 12

井口　  勇 〇 〇 〇 〇 〇 5

森下  金三 〇 〇 2

河合  建志 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 11

鳥越孝太郎 〇 〇 〇 ○ 4

川上 　 泉 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 10

高田  正弘

藤原  清和 〇 〇 2

森本  典夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 12

藤原  正己

乘藤  俊紀 〇 1

質問者合計 9 15 15 13 13 12 9 15 12 12 11 13 149

議　　　長

議 員 名
平成21年

議   　　 　 　長

平成22年 平成23年

井原市議会定例会一般質問状況一覧

質問
回数

２０１２年(平成２４年)３月２３日 井 原 民 報（第１２４号） （２）

日本共産党の森本市議はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

森本市議の無料なんでも

生 活 相 談
と き

毎週月曜日 午前１０時～１２時

ところ
日本共産党市議事務所 井原町103

でんわ
６２－６２００ (党市議事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)

請

願
・
陳

情

の

結

果

●
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る
基
本
法
（
仮

称
）
」
の
制
定
を
促
す
意
見
書
採
択
の
お
願
い

・
・
・
採

択

●
障
害
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
制
定
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

・
・
・
採

択

平成２４年度当初予算の新規事業と臨時事業をお知らせします (単位：千円)

臨 第６次総合計画後期基本計画策定 3,353
臨 市勢要覧制作事業 4,300
臨 基幹系システム再構築に係る移行等業務 91,341
臨 公共施設光ケーブル化事業 28,000
新 いばらぐらし住宅新築助成 40,000
新 地区まちづくり協議会等運営支援補助 1,300(１地区１０万円)

新 地区まちづくり協議会等活動支援補助 2,600(１地区２０万円)

臨 市民活動センター駐車場整備事業 32,501(北側へ２２台分)

臨 緊急告知システム配備 120,248（除井原、西江原８２５６台分）

臨 防災ハザードマップ作成業務 2,700（１万４千部作成）

臨 井原市地域防災計画策定業務 550
新 避難訓練 359
臨 地域公共交通確保維持改善事業負担金 4,348
新 こども発達支援センター運営経費負担金 1,056
新 特別養護老人ホーム「星の郷」管理運営 9,000
新 障害児通所給付 34,421
新 不育治療助成 1,200（１回３０万円 １人３回まで）

新 自動車騒音常時監視業務 1,680
新 ごみ処理広域化 5,073
臨 農山村・棚田地域”農力”再生事業補助 2,400
臨 農業実務研修事業費補助 1,141
臨 帰農者支援事業費補助 711
新 冬ぶどう品質向上推進事業 800
新 わな免許取得費用補助 40（受講料４０００円×１０人分）

新 地場産業振興事業（管理運営、需要開拓、人材養成、新製
品新技術開発）22,202

新 小規模事業者経営改善資金（マル経融資）利子補給金 1,000
臨 日本三選星名所整備事業 20,200
臨 観光ＰＲ映像等整備事業 4,621
臨 観光パンフレット作成補助 378（２万部作成）

臨 オートキャンプ場舗装修繕 12,600
新 橋梁維持 14,000
臨 井原駅駐輪場防犯カメラ設置事業 1,300

臨 相原公園植栽業務 3,800(桜の木２２８本を５年間で植え替える)

臨 出雲池広場整備 13,500
臨 小学校デジタル教科書 5,324
臨 〃 教員用パソコン更新 2,500
臨 中学校指導用教科書 4,488
臨 〃 教員用パソコン更新 3,300
臨 〃 英語フラッシュカード・指導用CD1,890
臨 〃 デジタル教科書 1,024
臨 市立高校教職員用パソコン更新 5,300（２４台）

臨 荏原幼稚園舎整備（建設工事 224,000、備品3,600）228,195
臨 蔵書管理システム整備 26,000（井原図書館）
臨 稲倉公民館整備（建設工事 176,500、備品11,500）188,155
臨 大江公民館設計業務等委託 8,600
臨 公民館営繕工事 7,500
臨 天文台営繕工事 20,000
臨 ふれあいセンター営繕工事 2,500（自動昇降機設置）
臨 高山寺収蔵庫新築事業補助 2,951
臨 高山寺仏像保存修理事業補助 919
臨 歴史人物紹介事業 1,769
臨 方言集編集事業 152
新 グラウンド・ゴルフ場管理運営 5,231
臨 陸上競技場施設営繕工事 47,000
臨 海洋センター営繕工事 24,500
臨 グラウンド・ゴルフ場備品等 6,369（９月竣工予定）
臨 美星国保診療所設計業務委託 7,500
臨 芳井地区簡易水道変更認可業務 5,417
臨 統合簡易水道施設整備計画策定業務 3,685
臨 食肉センター解体工事 21,000（１０月末終了）

臨 浄化センター機械濃縮棟建設・設備整備事業 377,000
臨 水道施設耐震診断２次調査 27,000
臨 水道水ペットボトル作成業務 460
臨 電気計装設備更新 116,000 (工業用水道)
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す
る
た
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一
般
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し
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。

●

井
原
市
井
原
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鈴
木

千
恵(

昭
和
25
年
生
れ)

こ
の
度
で
２
期
目
。
任
期
４
年

介護保険料７００円引き上げ
森本議員は反対


